
266

』鯉讐1

スイスAarau駅前所見

　物理学の分野におげる最も人きい国際組織として，理

論及応用物理掌園際連合（1．U．P．AP．）というのがある。

その素粒子及物性の分科会が今秋京都で開かれた理論物

理の国際会議てあるが，本年は光学がスペインで，電気

音響の分科会がナランダで開かれた。前者の会合へ日本

を代表して出席したのであるが，その帰途英，仏，独，伊，

及スイスの光学関係の大学，研究所，会杜等を見学して

きたのでその大要を記して見る。

　スペイソの会議はマドリtt・ドで行われたが，4月巾旬

とい」のに日光の直射は強く暑さが甚しい。一点の雲も

ない青豊の下に赤煉瓦の建物か並んでおり，原色のコン

トラストが日を打ち異国唐緒が強い。会議は昼で一旦打

切り，1時～4時は町も店を閉ぢ昼寝をする。その代り

夜更かして・夕食は早くて9時頃，11～12時は脊の口と

い）わけ．町は午前2時頃でも賑かでバス電車の終車は

午前3時迄の由である．学会巾の宴会，音楽会の招待等

も夜中の11時半頃始まり終るのは午前2時煩であるの

で，昼寝のでぎないわれわれは睡眠不足になりがちで弱

つた。会議は十数ケ圖約30名の参加て行われ主に英語が

使われた．議長の和蘭人の英語は良く判つたが，副議長

の広の光学研究所長Fleurア氏は英語はヨ9得恵てなく

大切な処へ来ると仏蘭西語となるが、英国の代表辺りが

「今の処をも1－一辺英語でいつて下さい」と助：ナ船を出し

てくれるので助かつた。総会は3年に一辺開かれるが

次回1956年の会場とテーマを討論した時，米の代表が

WashingtOriのNational　BUreau　o重Standardsで「立

体写真」の討論をやりたいといつた処，英の代表が米国

でやられると旅費，ノ；かかり困るからなるたけ欧州でやつ

てほi，いといつてい妃から，この挿の会議をアジアで行

うのは余程の援助がない限・）困難てあると感じた。明年

の小コpt一ウムの題としては「テレビジョンの光学」「赤

外分光装鰹」の外，明合スエーデンのLundで皆既日蝕

があるのを機会にSpectroscopyの会が閉かれるから，

これと連合て「分光機械一股」の詞論をしよう等の話が

あつたが訳定に到らず会長，副会長一任となつた。この
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外，「光学の教育法」という提案があつたがこれは討論と

してでなく研究題目とU仏の光学研究所が中心となつ

てfrうことになつた。会議の俵は恒例に此り日帰り位O

所（Toledo）ヘバスで遠足等もあつたが，これ等には」，　t

谷ぽ1代表，特にドイツのZeiss杖のHansem．　Leitz社

のFranke等という代表的な人と親しくなり後日の工

場見学等に大変便宜を得た。

　ロソドン，パリ等の大都会てぱ路面電車tJ；なく，パX

と地下鉄のみであり，これらは定員（テッil　一＝アワーに

は立席を含めた定員，他の時問に座席定員）以上は絶対

に乗せず，如鰭こも太都会の貫録を示しているよ5てあ

つたが・マドリッドは路面電車が主で，電車に飛び降1，

飛び乗りをやつたり，満員で外にぶら下つている処ほ一

昔前の東京によく似ており心安さが感ぜられた。スペイ

ソでは光学関係ではほとんどお話するようなことも7sい

が、政府が学術に非常に力を入矛し，光学研究所φ立派な

建築物（第1図〉が完成していたのは羨まLかつた。

第1図スベfン光学研究所（マv：　vツの

・r：を

マドリッド市内には1ドソキホーテのi’1、者七tLパ／テス

の記念碑があり（第2図）ロ．賄にまたがつたドンキホー

テとサンヂコの像がある。7ラ／Xit［i三としてパyの

みに滞在したが主な光学会社は’・リ周辺に集つている、

これはH本とよく似ているか，そのお蔭で、0．P．亭．．噌

B．B．Tり轍Nachet，　Jobin　Y70R筆の顕微鏡，　hメラJ

N　Optique　et　Pr6cision　de　Levallois．
｛ett @Barbier，　B6nard　et　Turenne．
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双眼鏡や分光器の蟹『

工場をよく兇学て

き，光学硝r・工場

として古いので有

名な　Parrarnan－

tois　も充IJ｝rこ夷Lせ

てもらつた。会祉

では目太から戦後

初の来訪者だとい

｝ので観迎され，

古い芳名録等を見　　第2図　セルバンテス記念碑，

せてもらつたか，　　ドンキホーテ「象（マドリッド市内）

二，三の日本人の名かありいずれも横文字であつたが，．

長岡半太郎先生のみ漢字て堂々とサイソしてあつたので

小生も，横交字と縦文字と両方てサインをしてきた。パ

リには光学研究所があり，所長のFleury氏以下が非球

面レンズの研磨法接眼式位相差顕微鏡腔内鏡レンズ

の収差計算機，硝子の性質等基本と応用の両方面を活発

に研究していた。パリ郊外ヴェルサイユに近いMoudon

天文台では，若くして逝いた犬才Lyotが自ら作つたと

いう複屈折を利用しffdのみを巾1A°で通すという驚

歎に値する干渉7イルターを見せてもらつたが，これに

より太陽コPナの常時観測ができていた。C．N．R．S．で

は，Jaequinot教授が金属の代りに九層の干渉薄膜を用

いて反射鏡としたFabry・Perotの干渉計を作り優れた

仕事をしていたが，研究が独創的であると共に充分な設

備と費用を有し考えたことがそのまますぐ実行に移せる

のは羨しかつた。

　7ラソス滞在中，休日が2日続いたので，バスでノル

マンジーの平原を横断し英仏海峡岸ヘー泊の旅行をした

が、よい道路を100Kmlhに近いスピードで終日飛ばす

がその両側がほとんど緑の牧場のみであるのには驚かさ

れ，7ランスは富める大国だとの感を深くした。これは

ドイツでもほぼ同様で，特に北ドイヅ，シュレスウィ

ヒ，ホルスタイン州等は満目牧場のみであつた。これに

反L伊太利は牧場より畠が多く日本と好く似ていた。

　フランスより空路ドイツに入つたが，飛行場で驚かさ

れたことは，休憩室のShow　windowに，高級カメラ，

顕微鏡等がずらりと並び，これ｝こZeiSS，　Leitz等とい

う名が記されており，誠に光学の国に入つたという感じ

がした。

　ドイツにおける光学工業の本拠Jenaは東ドイツにな

つたのでCarl　Zeis9社の人は一部，南独Oberkochen

に逃れZeiss　Opton社と名乗つて，　G6ttingenのZeiss

Winkel（主として顕微鏡）t　StuttgartのZeiss　Ikon

（主としてカメラ，第3図）等の1日Zeiss財団の諸社と

協力してドイツ光学工業の再建に適進していた。日本人
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に対し非常な“m’ ｨ濠
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に案内し，知り

度いこと，判ら

ないことは遠慮

なくいつてくれ・

といつた調子・

で，お蔭でドイ

ツの光学エ業と

いうものを充分

に知ることがで

きた。日本で未

だ余り使つてい

舞ゴ3図　　Zeiss　Ikon　室「ヒ

　（－X・ヅツトガルト）

ない新式の機械としては，ダイヤモソド砥看を用いるレ

ソズのgrinding　processの機械化が行われており，こ

れは．戦災を多く蒙り設備のプ、部分を更新している会社程

この新式機械を多く用いていた。ほとんど戦災を受けて

いない会社では，やはりこれへの切換は難しいらしく，旧

式の手作業の力式が大部分て徐々に切換えつつあつた。

筆者が最も関心を持つて調べたのはレンズ計算の方式で

これは英国等と異つて，（日本は英国法てある）－M’　SSの追

跡計算に対数表を用いず真数表と電動計算機を用いてい

ることであつた。両著の方式の優劣は簡単には決め難し・

が計算機の入手が容易になつた今日では独の方式に学ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憂遡・べきであろう。

従来われわれが

用いていた対数

表tt　Bremiker

の6桁で角度が

60進法であるの

に反し，彼等の

用いているのは

Peter編の7桁

で角度が10進法

であつたのは筆

者年来の主張と

一致しており嬉

しかつた。　ラ

イカで有名な

Leitz祉（第4

図）の計算主任

Franke氏は，

第4図Leitz　f±
　（ウェツラー）・

壬5
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「この真数表をドイツの各光学会社で用うるため多数複

製したのであるが，Jenaにあつたため皆ロシアに持つ

て行かれてしまつた。しかし少Lは余分があるから分け

てあげてもよい」との親切な申出で一部を貰つて来たの

で，これから国内の会社の協力を得て両方式を充分比較

検討しで見たいと思つている。

　これら光学会社へ硝子を供給していたのは同じJena

のSchott社であつたが，これもZeissと同じくJena

ヘロシア軍の入る数日前に南独に逃れた。このためドイ

ツは一時光学硝子が不足し外国から若干の供給を受けて

すらいたよ5であるが，一昨年ライン河の上流Mainzに

マーシャルプランによる大工場を建て，昨年より本格的

の仕事を始めているので昔と同じような供給量に達する

のも近い将来であろう。ここでは日本では未だ試作の域

を出ていない稀元素ランタンを含むラソタン硝子の熔解

に成功しており，これをLeitz，　Zeissへ供給し親レン

ズを作つているので日本も大いに奮発しなければならな

いと思つた。

　ドイツ国内の旅行は主に汽車によつたが，運賃は目本

に比べ高価でそのたbtlか12等車以上はがら空きである。

一日乃至半日旅程の所は皆自動車で行くらしく道路は立

派である。中でも有名なオート・｛一ン（自動車専用道路）

は大したもので相当巾の広い路が4本並行に走つてい

る。2本は往，2太は復路であるが，その2本の中一

つは追越し専用道路でいつもは外側の道を走つているが

前の車を追い越そうと思う時は内側の道路に入り追越し

てからは再び外へ戻る。鋪装もよいので動揺もなく少し

早いなと思つてメーターを見ると100Kmlh位出・して

いる。これを後から来た車で抜いて行くものがあるから

最高150　Kmlh位出ていると思われる。40～5e　Krnth

で走つていたのでは邪魔物にされそうである。往復路

の中央は芝生になつておりこれに10分毎位にrSOSJと

轡いた杭があり電話脇：ついているeパンクその他の時

はこれで援助を求められる．という仕組で到れり尽せヶで

ある。

　ドイツよりスイスへ入つた．が国境とはどのような厳し

いものかと好奇心半分に車窓から外を見ていたが何時迄

経つても欽条網もバリケードも見えず，哨兵ゐ姿すら見

えない。その中に列車が停つた所を見るともう国境を越

えたスイスの駅であつたので呆気にとられが，東西独乙

の境とはおよそ異る平和なものであつた。列車はそ㊧ま

まただ乗務員が変るのみで税関，パスポートも簡単に
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済み，われわれが想1象していた「越境」とは大分異るふ

ん囲気であつた。

　スイスの光学機械としては測量機が有名でHeqrbTugg

のwild社，　Aarau（カット）のKern社等よく知ら

れており両者共充分見学でぎた．前著はZeissと同社と

のみでしかできないという航空写真から地図を作る精密

な機械Stereoplanigraph　lt　VF一つていたがJよい環境に

充分な設備を持つて，ミクロンorderの精密加工をやつ

ており特にその測定室等がよく整つていろのは蓑しか

つた。　ここでは，ゾナーレンズの設計者として有名な

Berteleがドイツから移つてきており素晴しい性能の航

・空写真レンズを作つていた。

　スイスからシンプロン1・ンネルを通り，イタリーに出

たがここでは，ミラノのOMcine　Galileoという光学会

社と，7ロレソスの国立光学研究所を見学した。後者は

フPレンス市外，カ．リレオの住んでいたという眺望の好

い丘の上に天文台，物理研究所と並んであり好い設備を

持つていた。フロレンスからPisa迄は半日行程である

のでここへ寄り有名な斜塔（第5図）やガリレ才が振子

の法則を発見し

たという天井か

ら釣されたラン

プのある寺院等

を見学して，ロ

ーマから往路と

同じく，カイp、

カラチ，カノレカ

ッタPパンコッ

．クを経て羽田へ

帰つてきた。欧

州の中では3時

間も飛べば隅か

ら隅迄行け，地

上で国塊を越え

るのもいと簡車
te　5図Pisaの斜塔

であるが日本へ帰る酵）には40時聞もかかり，各飛行場で

の検査もなかなか面倒であるので，アジアとい」のが如

何に欧州から離れているかを痛感した。欧州諸国はこの

ように近いので互に常時接触を保ち切瑳琢磨きれている

ので，日本もできるだけ多くの人が海外に出て，常時外

国の様子がよく日本に伝わるようにしなくてはいけない

と思つた。（1953．10．2．ij真MMPttu影）
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